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研究成果の概要（和文）： 本研究は、パリッシュの「学習経験の要因モデル」とは、「環境要因」「学習者要
因」の2要因があり、それらの要因にはたらきかけることで、生涯忘れがたいもしくはその後に大きな影響を与
える深い学びを経験するとしている。
 今回2要因の内のひとつである「学習者要因」に焦点をあて、入学初年次に行われる新入生セミナーの受講学生
を対象として、自身の学習経験を自己評価し、望ましい学習姿勢を身につけ、学習効果が向上することを目指
し、学生へのインタビューおよび初年次教育に長年携わった教員を対象に、授業実践に関する半構造化インタビ
ューを行い、「学習経験自己評価表」と「授業改善ヒント集」の第1版を完成させた。

研究成果の概要（英文）：In this research, Parish 's "factorial model of learning experience" has two
 factors, "environmental factor" and "learner factor", and by addressing those factors, it is hard 
to forget the lifetime or has a great influence afterwards I am going to experience deep learning.
Focusing on "learner factor" which is one of the two factors this time, self-evaluate their own 
learning experience for students who attend freshmen seminars to be held in the first year of 
admission, acquire a desirable learning attitude In order to improve the learning effect, we 
conducted semistructured interviews on class practice for teachers engaged in long-term interviews 
with students and first year's education, and compared "Learning Experience Self Evaluation Sheet" 
and "Lesson Improvement Tips Completed the first edition of the collection ".

研究分野： 教育工学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
初年次教育では，高校から大学への“円滑

な移行”を図るために，スタディ・スキル等
に関する授業が行われ 1)，各大学できめ細か
な初年次教育が行われている．しかし一方で，
移行がうまくいかず，入学後早期にドロップ
アウトする学生が常に一定数存在し，イギリ
スにおいても移行を難しくする要因に関す
る分析がされ，要因の一つに学習経験の質の
問題が注目されている 2)． 

 
研究代表者は，過去 3 年間の初年次教育経

験において，学生の受動的な姿勢を感じ，そ
の原因は，授業内容を「学ぶ必要がある」あ
るいは「学ぼう」と思えない点にあると考え
た．そこで，高校と大学の授業スタイルや課
題の出し方の違い，先輩の経験談などを示す
よう工夫し，徐々に学生の学ぶ姿勢に変化が
現れた．この成果は先行研究 3)において明ら
かになり，初年次教育で，意味ある学びが待
っているという期待や，学ぶ必要があると思
えることが，積極性につながるとの結論に至
った．研究代表者は「学習経験の質を左右す
る要因についてのモデル（以下，学習経験モ
デル）」（Parrish. P.）を学生の学ぶ姿勢の評
価指標として活用した実践研究を進めてき
た． 

 
学習経験モデルは，学習経験の質を左右す

る要因を「学習状況に係わる要因」と「学生
個人に係わる要因（以下，学習者要因）」の 2
要因でとらえており，初年次教育においては
特に学習者要因の視点が重要であると考え
た．鈴木 4)は，学習者要因を「自ら何を目指
して学習経験に参画しているのかをしっか
り意識し（意図），この学習経験をよりよく
するために貢献できることを求めて恥をか
くことを厭わず（プレゼンス），オープンな
心で提供されるものを受け入れる心の広さ
をもち（開放性），きっとこの学習体験から
何か大切なものが得られるに違いないとの
確信を持っている（信頼感）」と説明されて
いた．つまり，学習経験の質を上げるには，
新しい学習環境（状況）の影響を受ける以前
に，学生自身がそれらを活用して学ぼうとす
る姿勢であることが必要であると考えた．よ
って，初年次教育をより効果的なものとする
ために，学習経験モデルの学習者要因に着目
し，学生が自身の学ぶ姿勢を自己評価する枠
組みとして用いることとした．これまでの研
究成果から，学ぶ必要があると感じさせるよ
う工夫した授業改善が，主体的に学ぶ姿勢の
育成，つまり学習経験の質の向上に一定の効
果を上げることが明らかになった．また，学
習経験モデルの要因をもとにした質問項目
への回答が，学生の学ぶ姿勢を評価する指標
となり得ることが確認できた．学生が学習者
要因を自己評価し，改善に向けた行動の参考
とするには，より具体性のある質問項目とす

る必要がある．また，授業のどの部分が学習
者要因の変化に効果的かが明らかになって
おらず，具体的な学習方略の提示や授業構成
の評価のためには，要因の構成要素（下位分
類）から具体的方略を導き出す必要があると
考えた．よって，学生が活用する「学習経験
自己評価表」を開発する．また，教員が授業
構成の評価にも使える「授業構成ヒント集」
の開発と授業改善の支援を行う． 
 
２．研究の目的 

 
質の高い学習経験は，その後の学習行動を

促進するとされており，学習経験の質向上を
支援することの教育的意義は大きい．初年次
教育を受ける学生は，新たな学習経験を積み
始める段階であり，学習に前向きに取り組も
うと思える心の持ち方を学ぶ必要がある． 

 
本研究は，パリッシュ 5）の「学習経験の要

因モデル」にある「学習者要因」に焦点をあ
て，おもな支援方略を明らかにし，学生が自
己の学習者要因を評価するための「学習経験
自己評価表」を開発する．自己評価表を用い
て，学生自身が自己の学ぶ姿勢を評価し改善
することで，望ましい学習姿勢を身につけ，
学習効果が向上することを目指す．また，学
習経験自己評価表をもとに，教員が学習経験
を高める授業改善に使える「授業改善ヒント
集」も作成し，授業改善を支援する． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は，3 ヶ年で研究目標を達成するた
めに，デザイン研究の手法を参考に，スパイ
ラル的に拡充しながら進めた． 
 まずは，パリッシュの執筆した書籍および
翻訳・解説書に示された要因の解説文を抜き
出し，記述内容の統合と使用語句の精選を経
て，学生要因に該当する部分を抜き出し，学
習経験自己評価表および授業改善ヒント集
の手掛かりとなる語句・文章を作成した．ま
た初年次教育の新入生セミナーを受講した
学生および初年次教育の科目を担当してい
る教員へのインタビュー調査も実施した．同
時に学習経験モデルに関する先行研究の調
査も行った． 
2 年目には，学習経験自己評価表の第一素

案を作成し，初年次教育での実践と評価・改
善を行った．学生が学習経験の質を自己評価
する「学習経験自己評価表」を用いて，授業
実施前後での調査・分析を行った．また，「授
業改善ヒント集」は学習経験自己評価表の実
施結果も踏まえて，研究連携者等の指導・助
言を受け，使用する語句や文章構成，内容等
を見直しした． 
最終年度には，さらに実践を重ねるととも

に，実践から得られた結果を素案に反映させ， 
「学習経験自己評価表」「授業改善ヒント集」
の第 1版として，実践結果との整合性を図っ



た． 
 
３-1 学習経験自己評価表の開発 
 
1）学習経験に関する学生へのインタビュー 
学生の学習経験をもとに項目を構成する

ことで，より実際的で評価しやすいものにな
ると考え，インタビューを実施した．対象は，
前年度の新入生セミナーで，筆者の担当科目
を受講した学生で，同意の得られた 4 名で，
方法は半構造化インタビューとした（120 
分）．インタビュー項目は，4 要因で設定し，
自分の学習姿勢に影響したと思う授業や教
員のかかわりについて，具体的に話してもら
うよう聴き取りを行った．音声データから，
逐語録を作成し，意味のある文節で区切り，
類似するものをまとめ，学習姿勢を示すもの
を選び，評価項目案を作成した． 
 
2）教員が学習者要因に影響すると考える項   
  目 

自己評価表を作成するにあたり，学生が認
識している項目のみで構成した場合，学習姿
勢の習得を支援するツールとしては不十分
である．そのため，教員が学習経験の質を高
めると考える学習姿勢を追加した．方法は，
以下のとおりである．筆者らは，長年初年次
教育に携わる教員（1 名）に対する半構造化
インタビューにより，学習経験の質を高める
教育実践を調査し，「学習経験の質を高める
授業改善ヒント集」を作成した．このヒント
項目から，教員が学生に身につけてほしいと
考えている学習姿勢を示す項目を抽出した．
ヒント集には，学習姿勢を示す項目以外に，
授業方法の具体的な工夫（グループワークで
はメンバーに多様性をもたせるなど）および，
教員自身の姿勢（できていることを褒めるな
ど）があり，それらは除外した． 
 
3）自己評価表第一次案項目の決定 
学生の項目と教員の項目を合わせ，重複を

整理し，計 30 項目を決定した．自己評価表
第一次案は，項目に，そう思う・ややそう思
う・どちらでもない・あまりそう思わない・
そう思わないで回答する 5 件法とした． 
 
4）自己評価表第一次案を用いた調査 
調査は，2016 年度新入生セミナー（ノー

トの取り方などのスタディ・スキルズを中心
とした科目）で，筆者が担当する科目（6 回）
を受講した学生に対して，授業の最初（授業
前）と最後（授業後）に実施し，学習者要因
得点の変化を比較することで，初年次教育の
学習者要因への影響を観察することを目的
として実施した（対応のない t 検定，有意水
準 5%）． 
 
３-２授業改善ヒント集の開発 
 
主体的学習者の育成に向けて，学習者要因

を高めるための学習支援方策を調査し，実践
に役立つ授業改善ヒント集を作成する．そこ
で，実際に初年次教育に携わる大学教員への
インタビューを行い，学習支援方策を抽出し
た． 
 

1）対象者の条件 
対象者は，大学での教育経験が 5 年以上あ

り，継続して初年次教育に携わった経験があ
る教員とし，次の選定方法により承諾を得ら
れた者とした． 
研究・学習コミュニティ内で条件を満たす候
補者に，研究目的等を記載した電子メールで
依頼し，了承を得た対象者とメールで面接日
程を調整した． 
 
2）対象者の基本的事項 
対象者は所属した大学で初年次教育科目

を担当した経験ある専任教員である． 
 
3）データ収集方法 
インタビューは，学習経験の要因モデルに

関する論文を参照して作成したインタビュ
ー項目をベースにした．インタビューは半構
造化面接法（120～180 分程度）で行った． 
 
4）インタビュー内容 
インタビューにあたっては，Parrish の学

習者要因の 4 要因に加えて，初年次教育科目
の授業で普段工夫していることについても
尋ねている．その理由は，要因についてのみ
聞いた場合，対象者の中で，4 要因に該当し
ないと判断されることで，実際には影響して
いると思われる学習支援方策を取りこぼす
ことがないようにするためである．そこで，
普段の初年次教育科目の授業での工夫を広
く聞く「普段の初年次教育科目の授業での工
夫」という項目群を加え，授業実践に関する
授業者の様々な取組みの意図なども含め，幅
広く質問を行った．  
 
5）分析方法 
分析は，Parrish の学習者要因を既存の理

論枠組みとして用い，先行研究 6）7）8）を参考
に，①記述全体を文脈単位，②1 内容を 1 項
目として含むセンテンスを記録単位とし，③
個々の記録単位を意味内容の類似性に基づ
き分類した． 
 
４．研究成果 
 

４-１学習経験自己評価表の開発 
 第一次案を用いた学習者要因得点を比較
したところ，授業前後で 6 つの学習姿勢が変
化した． 
 
1）授業前後での比較 
対象者数は 291 名，回収率は授業前 95.9％

（有効回答数 267），授業後 92.8％（有効回
答数 256）であった．無回答の項目がある回



答は分析から除外した．授業後に有意に上昇
した項目は「学生同士で教え合うようにして
いる」，「授業で自分に何が身につくのかをわ
かった上で受けている」の 2 項目であった．
低下したのは「専門分野に関連する科目かど
うかを考えながら授業を受けている」，「授業
でのグループワークは友人をつくるよい機
会になる」，「授業から何かを学び取りたいと
思っている」，「何か新しいことが学べるので
はないかと思って授業を受けている」の 4 項
目であった． 
 
 今後，他の科目での検証や，回答した学生
への聴き取り調査など，さらに使いやすい自
己評価表の作成に向けて改訂を進める． 
 
４-２授業改善ヒント集の開発 
 
 分類の結果，100 項目が抽出された．内訳
は，意図 20 項目，プレゼンス 35 項目，開放
性 21 項目，信頼感 24 項目となった．各要素
の方策を見ると，意図では，外部講師や事例
の活用，視覚教材の工夫に加え，新しいチャ
レンジの場を提示することで学生の内部か
ら意図に該当する内的動きを喚起する働き
かけを行っていた． 
プレゼンスでは，好ましくない事例を提示

し，事例と自分との比較をさせることで学ぶ
必要があることに気付かせ，グループメンバ
ーの多様性確保など周到な準備でグループ
ダイナミクスを最大化し「ともにいると
being-with」を促進している． 
開放性では，よくある事例の提示や作業時

間を充分に確保，学習への不安の軽減などの
学習環境の整備により，学習への心的開放性
を高める工夫をしている． 
信頼感では，評価方法やルールの明示，フ

ィードバックや質問への対応を丁寧にする，
学習成果の表彰など，教員の真摯な学習支援 
が信頼感を高める方策として実施されてい
た． 
 
 今後の課題として，現在のヒント項目をも
とに，より汎用性の高い授業改善ヒント集に
発展させていきたい． 
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